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安全上のご注意

製品を安全に正しくお使いいただき、人の被害やものの損害を未然に防ぐための重要な内
容を記載しています。
次の内容をよく理解してから本文をお読みになり、注意事項をお守りください。

■表示の説明

■絵表示の例

安全に正しくご使用いただくために

この表示の注意事項を守らないと、死亡したり、重症を負うおそれがあり
ます。

この表示の注意事項を守らないと、ケガをしたり、ものに損害を与えるおそ
れがあります。
なお、この表示の注意事項や、ここに示していない本文中の注意事項でも、
状況によっては、死亡したり、重症を負うおそれがあります。
必ず、ここに示す安全上のご注意をお守りください。

この表示の注意事項を守らないと、特に、死亡したり、重症を負うおそれ
があります。危険

警告

注意

行為を禁止する絵表示

この絵表示は、行為を禁止する内容を示しています。
(左図の場合、｢禁止｣を示しています。)

禁止

この絵表示は、行為を指示する内容を示しています。
(左図の場合、｢コンセントからプラグを抜く｣を示しています。)コンセントから

プラグを抜く

行為を指示する絵表示

この絵表示は、注意をうながす内容を示しています。
(左図の場合、｢注意｣を示しています。)

注意

注意をうながす絵表示
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異常に煙が出たら、電源コードのプラグをコンセントから抜いてください。
そのまま使用すると火災やケガ、やけどの危険がありますので、煙が出なくなったことをご確認の上、
ご購入店、または弊社テクニカルサポートへご連絡ください。コンセントから

プラグを抜く

異常に発熱したら、電源コードのプラグをコンセントから抜いてください。
そのまま使用すると火災やケガ、やけどの危険がありますので、発熱がなくなったことをご確認の上、
ご購入店、または弊社テクニカルサポートへご連絡ください。コンセントから

プラグを抜く

異音がしたら、電源コードのプラグをコンセントから抜いてください。
そのまま使用すると火災やケガの危険がありますので、異音がなくなったことをご確認の上、ご
購入店、または弊社テクニカルサポートへご連絡ください。コンセントから

プラグを抜く

使用中、落下や衝撃により破損したら、電源コードのプラグをコンセントから抜いてください。
そのまま使用すると火災やケガの危険がありますので、ご購入店、または弊社テクニカルサポー
トへご連絡ください。コンセントから

プラグを抜く

水や異物が内部に入ったら、電源コードのプラグをコンセントから抜いてください。
そのまま使用すると火災やケガの危険がありますので、ご購入店、または弊社テクニカルサポートへご
連絡ください。  コンセントから

プラグを抜く

異常が発生した場合危険

※地震や津波、地すべりなどの災害が発生するおそれがある場合、まずは、身の安全を確保してくだ
さい。

コンセントから
プラグを抜く

異臭がしたら、電源コードのプラグをコンセントから抜いてください。
そのまま使用すると火災やケガ、やけどの危険がありますので、異臭がなくなったことをご確認の上、
ご購入店、または弊社テクニカルサポートへご連絡ください。
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使用について警告

落下や衝撃により破損したら、使用しないでください。
そのまま使用すると火災や感電、ケガの危険がありますので、ご購入店、または弊社テクニカルサポー
トへご連絡ください。禁止

使用時以外では、電源コードのプラグをコンセントに差し込まないでください。
やけどやケガの危険があります。

禁止

使用前に、製品に破損がないか確認してください。
破損したまま使用すると火災や感電、ケガの危険がありますので、ご購入店、または弊社テクニカルサ
ポートへご連絡ください。禁止

電源コードのプラグは、水のかかる場所で使用しないでください。
火災やショート、感電の危険があります。水濡れ

禁止
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電源について警告

落雷のおそれがある場合、電源コードのプラグをコンセントから抜いてください。
火災や感電の危険があります。落雷時は

触れない

電源コードは、傷つけないでください。
ものをのせたり、引っぱったり、ねじったりなど、無理に取り扱うとコードが傷つき、火災やショート、感
電の危険があります。コード傷つけ

禁止

定格超過
禁止

電源コードのプラグのお手入れは、コンセントから取り外して行ってください。
電源コードのプラグをコンセントに差し込んだままお手入れを行うと、感電の危険があります。コンセントから

プラグを抜く

電源コードのプラグは、定期的に掃除を行ってください。
電源コードのプラグやコンセントにゴミやホコリがたまるとショートの原因となり、火災の危険がありま
す。定期的に電源コードのプラグをコンセントから抜き、ゴミやホコリを取り除いてください。定期的に

プラグを掃除

定格15A以上の100ボルト交流電源(AC100V)コンセントを単独でご使用ください。延長ケーブ
ルやOAタップなどの定格を超えて使用しないでください。
タコ足配線などで他の器具と併用すると、発熱により火災の原因になります。延長コードは使用し
ないでください。

電源コードのプラグは、100ボルト交流電源(AC100V)コンセントにしっかり差し込んで使用して
ください。
日本国外の商用電源や船舶などの直流電源でご使用になると故障の原因となり、火災や感電の危険が
あります。

AC100V以外
使用禁止

定格超過
禁止

コンセントや延長ケーブル、OAタップなどの定格を超えて使用しないでください。
タコ足配線などによって定格を超えると、発熱により火災や感電の危険があります。

使用時以外は、電源コードのプラグをコンセントに差し込まないでください。
絶縁劣化による感電や漏電火災の原因になります。コンセントから

プラグを抜く
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電源について警告

電源コードのプラグをコンセントに抜き差しする場合、プラグを持ってください。
電源コードを引っぱると、プラグやコード、コンセントが傷つき故障の原因となり、火災やショート、感
電の危険があります。コードひっぱり

禁止

破損したコンセントを使用しないでください。
コンセントに電源コードのプラグをしっかり差し込んで、ゆるみがあると、火災やショート、感電の危険
があります。破損したコンセントではない、別のコンセントで使用してください。破損コンセント

使用禁止

濡れた手で電源コードのプラグに触れないでください。
感電の危険があります。濡れた手で

触れない
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使用について警告

ふんだり、のったり、投げたり、落としたりしないでください。
衝撃による破損の原因となり、火災や感電の危険があります。また、持ち運ぶ際は、無理に取り扱わ
ないでください。禁止

業務用途としてや、長時間連続して使用しないでください。
過負荷による故障の原因となり、火災や感電の危険があります。

禁止

本体内部のヒーターに触れたり、水や油、食材を入れないでください。
火災や感電の危険があります。

禁止

調理以外に使用しないでください。
火災や感電、ケガの危険があります。

禁止

使用中は本体が高温になりますから、ハンドル部以外をに触れないでください。
感電やケガ、やけどの危険があります。

禁止

適切な分量の食材をセットしてください。
食材が多すぎると故障の原因となり、火災や感電の危険があります。

禁止

子供が使用する場合には、常に保護者による監督を行ってください。
感電やケガ、やけどの危険があります。

禁止

分解や改造をしないでください。
火災や感電、ケガの危険があります。分解や改造

禁止

使用後に食材を取り出す際は、本体が冷めてから取り除いてください。
高温になった食材により、やけどの危険があります。高温になった

食材に注意
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設置について警告

湿度の高いところに置かないでください。
故障の原因となり、火災や感電の危険があります。

禁止

乳幼児や感覚や行動に不自由のある方の手の届くところに放置しないでください。
ケガややけどの危険があります。

禁止

異物が浮遊するところに置かないでください。
ホコリや砂、油煙といった異物が内部に入ることによる故障の原因となり、火災やショート、感電の危険
があります。ホコリなどは、定期的に取り除いてください。禁止

じゅうたんや畳、テーブルクロスなどの可燃性の高いものや、ガラスやプラスチックなどの耐熱性の低
いものの上に置いて使用しないでください。
火災の原因になります。

温度の高いところに置かないでください。
熱器具の近くや直射日光の当たる場所、閉めきった自動車の中など湿度の高いところに置くと、高温に
よる故障の原因となり、火災や感電の危険があります。禁止

不安定な場所に置かないでください。
不安定な台や振動のある場所、強度の弱い場所に置くと、落下や転倒の危険があります。不安定な場所

に置かない

水のかかる場所に置かないでください。
雨や雪の吹き込む窓際、屋外、浴室でのご使用は、水濡れによる故障の原因となり、火災や感電の危
険があります。水濡れ

禁止

壁や家具から15cm以上、テーブルや台の端から15cm以上離して設置してください。
周囲15cm
確保する

禁止
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使用について注意

使用中や使用後は本体が高温になりますので、直接触れないでください。
ケガややけどの原因になります。

禁止

使用中は本体を移動しないでください。
ケガややけどの原因になります。

禁止

使用後のお手入れや持ち運びは、本体の粗熱がとれてから行ってください。
ケガややけどの原因になります。

禁止

使用中は本体を上からのぞき込まないでください。
ケガややけどの原因になります。

禁止

禁止

使用中は本体をふきんやタオルで覆った状態にしないでください。
故障の原因となり、火災や感電の危険があります。

禁止

使用後は必ずお手入れしてください。
食材の残りが残っていると、雑菌が繁殖したり、火災の危険があります。
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使用上のお願い

 製品の取り扱いについて
 ●本書｢安全上のご注意｣をよくお読みください。
 ●電源コードのプラグをコンセントに差し込んだまま、移動しないでください。
 ●使用中、本体が熱くなりますので、取り扱いには十分にお気をつけください。

 使用する食材について
 ●水分の多い食材や加熱により膨張する食材は、加熱によってプレートの隙間から漏れ出す場合が

あります。
 ●高温になった食材の取り扱いには、十分にお気をつけください。

 製品のお手入れについて
 ●ホットサンドメーカーは食材に直接触れる調理器具となりますので、使用後は必ずお手入れを

し、常に清潔な状態を保ってください。
 ●お手入れは、電源プラグをコンセントから抜き、本体が冷めてから行なってください。
 ●本体を水洗いすることは、絶対にしないでください。
 ●煮沸したり、食器洗浄機や食器乾燥機で洗うことはできません。
 ●本体外側の塗装が色移りする場合があるので、他の製品を重ねたり、強くこすったりしないでく

ださい。
 ●本体外側の汚れは、やわらかい布やスポンジで軽くふき取ってください。
 ●本体外側のひどい汚れは、台所用中性洗剤を薄めたぬるま湯にやわらかい布やスポンジをひた

し、よくしぼってからふき取ってください。
 ●本体内部(加熱部)の汚れは、ぬるま湯にやわらかい布やスポンジをひたし、よくしぼってからふき

取ってください。
 ●本体内部（加熱部）に入ったパンくずやネジの頭に入り込んだ食材などは、キッチンブラシなどの毛

先のやわらかいブラシで掃き出してください。
 ●プレートの汚れは、台所用中性洗剤を使用してスポンジややわらかいキッチンブラシなどで洗ってください。
 ●プレートにはこびりつき防止加工されており、金属製タワシやクレンザーなど研磨性の高いものを使

用すると、プレート表面が傷ついたりこびりつき防止加工が剥がれる原因となります。
 ●化学ぞうきんや強い洗剤、ベンジンやシンナーなどの溶剤は使用しないでください。
 ●殺虫剤や揮発性のものは使用しないでください。
 ●本体にゴムやビニールなどを長時間接触させたり、シールやテープを貼ったままにしないでください。
 ●長期間使用しない場合は、お手入れ後に十分に乾かし、高温多湿を避けて保存してください。

末永くお使いいただくために
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 結露 ( つゆつき )について
 ●温度差の激しいところに設置すると、結露が起こる場合があります。
 ●結露が起こると、正常に動作せず、故障の原因となるおそれがあります。
 ●結露が起こった場合、結露が乾いてから使用してください。
 ●寒冷地区での使用は、特に結露に注意してください。

 廃棄について
 ●廃棄する場合は、自治体の指示に従ってください。

 免責事項
 ●取扱説明書やパッケージの記載に従った使用でない場合、弊社は一切の責任を負いかねます。
 ●落下、衝撃、圧力、負荷といった外的要因による故障の場合、弊社は一切の責任を負いかねます。
 ●火災、地震、落雷、風水害といった自然災害による故障の場合、弊社は一切の責任を負いかねます。
 ●製品の消耗、劣化による故障の場合、弊社は一切の責任を負いかねます。
 ●製品の使用をともなって事業利益を逸失した場合、弊社は一切の責任を負いかねます。
 ●製品の使用にともなって関連装置が故障した場合、弊社は一切の責任を負いかねます。

※本製品は保証期間に限り、初期的な使用不能や、取扱説明書、パッケージなどの記載
に従った使用で故障した場合に無償対応いたします。
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各部名称

本体

電源コード

電源プラグ

ダイヤル
タイマー

ホットサンドプレート

プレートロック

電源
スイッチ

プレートロック

ランプ

ハンドル

ハンドルロック
(平面プレート使用時は足になります)

足
(収納時はケーブルホルダーになります)
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平面プレート

電源スイッチ

ヒーター

ヒーター

プレート
固定穴

本体内部

本体内部
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準備する

  使用する前に
■内容物の確認
 ●パッケージの中に下記のものがすべて入っているかご確認ください。
  ・製品本体
  ・ホットサンドプレート×2枚　※取付済み
  ・平面プレート×1枚
  ・取扱説明書（本書）
  ・保証書
  ・レシピブック

■保護材や緩衝材について
 ●本体の塗装を保護するため、工場出荷時に本体を袋やシートなどの保護材で包んでいますが、使

用前に必ずすべての保護材を取り除いてください。
  保護材が残ったまま使用すると、故障の原因となり、火災の危険があります。

■パッケージから取り出したら
 ●パッケージから取り出した後、本体と各部品をお手入れしてから使用してください。
  お手入れの方法については、P.22を参照してください。

■電源コードについて
 ●工場出荷時に電源コードを束ねた状態にしていますが、使用前に必ず電源コードをほどいてくだ

さい。
  電源コードが束ねられたまま使用すると、火災の危険があります。

■電源オン、オフについて
 ●製品には電源スイッチとダイヤルタイマーがあり、正しく操作しないとヒーターの加熱を行えま

せん。

  ※詳しい使いかたは、P.17、P.19を参照してください。

 ●使用中にヒーターの温度が過度に上昇すると保護装置によって一時停止しますが、故障ではあり

ません。

  ヒーターの温度が一定以下になると動作を再開します。

■設置場所について
 ●壁や家具、テーブル、台の端から15cm以上離した位置に設置してください。

■ヒーターについて
 ●ヒーターにはサビ止めとして油が塗布されており、この油が加熱されて煙やにおいがすることが

ありますが、そのまま使用しても問題ありません。
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使いかた

①ハンドルロックを解除します。

③プレートを本体に取り付けます。 ※出荷時はホットサンドプレートが取り付けられています。

②ハンドルを持って本体を開きます。

プレートが固定されて
いることを確認してく
ださい。

プレートが固定されて
いることを確認してく
ださい。

プレートの突起を
プレート固定穴に
挿し込む

※操作は電源プラグを抜き、電源スイッチをOFFにした状態で始めてください。

  ホットサンドプレートを使用する場合
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④食材の準備をします。

⑤ハンドルロックを解除し、ハンドルを持って本体を開けます。

食材の量や準備方法、手順などについては付属のレシピブックを参考にしてください。

⑥準備した食材を下側のプレートにのせます。

下図のように各々食パン1枚の上に具材を置き、その上に食パンを1枚置きます。

※長方形の食パンは横向きに置いてください。
※一般的に市販されている6 枚切りまでの薄い食パンが調理可能です。

食パン

食パン

具材
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⑦本体を閉じて、ハンドルロックを固定します。

プレート部分、天面部は非常に高温になるため、触れないようご注意ください。注意

ゆっくりと閉じる

閉じた際に上の食パ
ンがずれないように
押さえる。

⑧電源プラグをコンセントに差し込み (1)、電源スイッチをONにします (2)。
 タイマーダイヤルを回し、加熱時間を設定すると (3)、加熱調理が始まります。
 ※加熱時間はお好みで調整してください。

●本体やプレートが高温になりますので、や
けどに注意してください。

●ハンドルロックが確実に閉じているのを確
認してから電源プラグをコンセントに差し
込んでください。

●加熱調理中に温度センサーが働きランプが
消えたり点いたりすることがありますが、
故障や異常ではありません。

●加熱中にランプが消えることがあります
が、焼き上がりのサインではありません。

●本体を開閉する時は、必ず上下のハンドルを
持ってください。

●電源は、テーブルタップなどからではなく、直
接コンセントに差し込むようにしてください。

●濡れた手で電源プラグの抜き差しをすると
ショートや感電の危険があります。

警告

警告
●本体を閉じる際に、カバーを強

く押さえないでください。

●ハンドルロックを固定する
際は、力を入れすぎないよう
にしてください。

●ハンドルロックを固定でき
ない場合は、具材を減らして
ください。

電源スイッチ
をONにする

※5分未満の時間
に設定する場合
は、一度6分以
上の目盛りまで
回してから設定
するようにして
ください。

(1) (2)

(3)
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⑨調理した食材を取り出します。

●本体やプレートが高温になっていますので、

やけどに注意してください。

●本体を開閉する時は、必ず上下のハンドルを

持ってください。

●金属製のトングやフォークなどを使用する

と、プレート表面が傷ついたり、こびりつき

防止加工が剥がれる原因となります。

●プレートの損傷、焼ムラ、こびりつきの原因

となりますから、連続して調理する場合はプ

レートに付着した食材を取り除いてから調

理する食材をセットしてください。

●故障の原因となりますので1時間以上の連

続使用はしないでください。

警告

プレート部分、天面部は非常に高温になっているため、触れないようご注意ください。注意

⑩タイマーがOFFになっていることを確認し、電源スイッチをOFFにします。
 その後、電源プラグをコンセントから抜きます。

使用しない時は、必ず電
源プラグをコンセントか
ら抜いてください。
故障の原因となり、火災
やケガ、やけどの危険が
あります。

注意使用後は、電源プラグをコンセントから抜いてください。

樹脂製や木製のトング
を使用する。

※トングは付属しません。

タイマーがOFF
になっているこ
とを確認する。

電源スイッチをOFFにする
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⑪お手入れをします。

①タイマーダイヤルをONに移動させます。

③ハンドルを持って、本体を開きます。 ④ハンドルロックを回し、足にします。

●お手入れ前に、本体やプレートが手で触れられる温度ま

で冷えているのを確認してください。

警告
使用後は、本体やプレートが冷えたことを確認した上で、お手

入れをしてください。

放置するとプレートや本体の損傷の原因となります。

お手入れのしかたは、P.22「お手入れのしかた」を参照してく

ださい。

  平面プレートを使用する場合
※操作は電源プラグを抜き、電源スイッチをOFFにした状態で始めてください。

②ハンドルロックを解除します。

※途中引っ掛かりがありますが、少し力を
入れるとフラットになります）

ハンドルロックを接地
させて足にする。
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⑤ハンドルロック側のプレートの△のガイドにフラットプレートのツメを挿しこみ、プレー
トを設置します。

プレートが固定されて
いることを確認してく
ださい。

プレートの突起を
プレート固定穴に
挿し込む

※プレートロックがカチッと
いうまで押し込んでくだ
さい。

三角のガイド
があるほうが、
ツメ側になり
ます。

ツメツメ

本体やプレート部分は非常に高温になるため、触れないようご注意ください。注意

⑥電源プラグをコンセントに差し込み (1)、電源スイッチをONにして (2)、調理を行ってくだ
さい。

 ※調理前に10分程度予熱を行ってください。

●本体やプレートが高温になりますので、やけどに注意してください。
●加熱調理中に温度センサーが働き、ヒーターが消えたり点いたりすることがありますが、故障や異常
ではありません。

●電源は、テーブルタップなどからではなく、直接コンセントに差し込むようにしてください。
●濡れた手で電源プラグの抜き差しをするとショートや感電の危険があります。
●故障の原因となりますので1時間以上の連続使用はしないでください。

警告

(1) (2)

電源スイッチ
をONにする
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⑦調理後は電源スイッチをOFFにします。

⑧電源プラグをコンセントから抜きます。

●本体やプレートが高温になっていますので、やけどに

注意してください。

●故障の原因となりますので1時間以上の連続使用はし

ないでください。

警告

●本体やプレートが高温になりますので、やけどに注意
してください。

●濡れた手で電源プラグの抜き差しをするとショート
や感電の危険があります。

警告

プレート部分、天面部は非常に高温になっているため、触れないようご注意ください。注意

⑨お手入れをします。

●お手入れ前に、本体やプレートが手で触れられる温度ま

で冷えているのを確認してください。

警告
使用後は、本体やプレートが冷えたことを確認した上で、お手

入れをしてください。

放置するとプレートや本体の損傷の原因となります。

お手入れのしかたは、P.22「お手入れのしかた」を参照してく

ださい。
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ホットサンドメーカーは食材に直接触れる調理器具となりますので、使用後は必ずお手入れをし、
常に清潔な状態を保ってください。

注意
●お手入れは、電源プラグをコンセントから抜き、本体が冷めてから行なってください。
●本体を水洗いすることは、絶対にしないでください。
●煮沸したり、食器洗浄機や食器乾燥機で洗うことはできません。
●化学ぞうきんや強い洗剤、ベンジンやシンナーなどの溶剤は使用しないでください。
●殺虫剤や揮発性のものは使用しないでください。
●本体にゴムやビニールなどを長時間接触させたり、シールやテープを貼ったままにしないでください。

●本体内部（加熱部）の汚れは、ぬるま湯にやわらかい
布やスポンジをひたし、よくしぼってからふき取って
ください。

●本体内部（加熱部）に入ったパンくずやネジの頭に入
り込んだ食材などは、キッチンブラシなどの毛先の
やわらかいブラシで掃き出してください。

本体内側
（加熱部）

●プレート(上・下)、平面プレートを本体から取り外し、
台所用中性洗剤を使用してスポンジやキッチンブ
ラシなどで洗ってください。

●各プレートにはこびりつき防止加工がされています
ので、金属製タワシやクレンザーなど研磨性の高い
ものを使用すると、プレート表面が傷ついたりこび
りつき防止加工が剥がれる原因となります。

※使用後は各プレートの温度に注意してください。

プレート(上・下)
平面プレート

●本体外側の汚れは、やわらかい布やスポンジで軽
くふき取ってください。

●本体外側のひどい汚れは、台所用中性洗剤を薄
めたぬるま湯にやわらかい布やスポンジをひた
し、よくしぼってからふき取ってください。

●塗装が色移りする場合があるので、強くこすった
りしないでください。

本体外側

※長期間使用しない場合は、お手入れ後に十分に乾かし、高温多湿を避けて保管してください。

■お手入れ方法

お手入れのしかた

差し込まない

差し込まない

冷めてから

ヒーターに
触れない

冷めてから
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トラブルシューティング

症状
主電源をいれても作動

しない

使用中にランプが点いた

り消えたりする

食材が左右から噴き出

してくる

プレートが取り外せない

プレートロックが動かない

原因

電源プラグがコンセントにしっか

り差し込まれていますか？

ダイヤルタイマーをセットしてい

ますか？

連続して使用していませんか？

食材を入れすぎていませんか？

あふれた食材がプレートやプレー

トロックに固着している

対処方法

電源プラグを確実にコンセントに

差し込んでください。

ダイヤルタイマーで時間をセット、

または平面プレートを使用する場

合、ONに設定してください。

一定以上の温度になると、ランプが

消えて、加熱が中断されます。

温度が低下するとランプが点灯し、

加熱が再開されます。故障ではあり

ません。

水分の多い食材を入れると沸騰によ

りプレート左右から噴き出してくる

場合があります。

食材の量を減らすことで噴き出しを

防ぐことができます。

キッチンブラシなどで擦って、固着

した食材を取り除いてください。

※上記の確認を行って問題が解決しないときは、使用を中止し、電源プラグをコンセントから抜き、
ご購入店、または、グリーンハウス テクニカルサポートへご連絡ください。
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電源コードの巻き取りかた

製品仕様

外形寸法 W270×D222×H130(mm)
電源 AC100V 50/60Hz
消費電力 約900W
安全機能 温度過昇防止装置、温度ヒューズ
ケーブル長 約140cm
保証期間 1年間

材質 筐体：フェノール樹脂、
 プレート：アルミ(フッ素樹脂加工)、
 ハンドル：ABS

付属のケーブルバンドでケーブルをまとめます。

電 源 コードは
ケーブルホル
ダーに反時計回
りに巻きます。
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故障について
故障については、下記のサポート窓口へご相談ください。

･ 故障やご使用上のご質問は、テクニカルサポートダイヤルへお電話いただくか、弊社ホームページにあるサポー

ト｢各種お問い合わせ｣や FAXでお問い合わせください。

･ お問い合わせの前に、取扱説明書｢トラブルシューティング｣や弊社ホームページにあるサポート｢よくあるご質

問｣をご活用ください。

･ テクニカルサポートダイヤルの受付時間は、予告なしに変更する場合があります。

※本書の著作権は弊社に帰属し、内容の一部または全部を無断に転載することを禁じます。

※製品のデザイン、仕様は改良などにより、予告なしに変更する場合があります。

※本書の内容は、予告なしに変更することがありますので、あらかじめご了承ください。

※本書に記載の会社名や製品名は、各社の商標または登録商標です。

※本書について、お気づきの点がありましたら、弊社サポート窓口へお問い合わせください。

サポート窓口

テクニカルサポートダイヤル

受付時間

FAX

住所

ホームページ

テクニカルサポート

03-5421-0580

10:00～ 12:00 / 13:00～ 17:00(土日祝日をのぞく弊社営業日)

03-5421-2266 （24時間受付）

〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿1-19-15 ウノサワ東急ビル 5階

https://www.green-house.co.jp/

付属品やオプション品の購入は『グリーンハウス ストア』をご利用ください。

グリーンハウス ストア ホームページ
https://www.greenhouse-store.jp/

･本製品は、日本国内専用に製造および販売されています。

･本製品は、日本国外では使用できません。

･本製品を日本国外で使用することによるいかなる問題に対しても、責任を負いかねます。

･本製品は、日本国外での技術サポートおよびサービスは行っておりません。

･This product is manufactured and sold for Japanese domestic market only.

･This product can not be used outside Japan.

･We have no responsibility for any issues caused by the use of this product outside Japan.

･We also do not have any technical support and service for this product in other countries.
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